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新町名検討報告一覧 

町内会・自治会等名 1. 案として推す新町名 

（特記のない限り、記載は支持の多い順） 

2. 1.を決めるに至った経緯、決定方法 3. その他 

藤の台団地自治会 藤の台  ４月の役員会で説明し、検討。「藤の台」とするのが適当との結論を得て

いた。 

 事務局から示された素案にも含まれていたため、左記の通り報告する。 

 少人数ではあるが役員以外の住民からも意見を聴取し、同様の意見だ

った。 

藤の台住宅管理組合 藤の台  以前から「藤の台」とするのが適当との見解であった。 

 懇談会資料「新町名募集結果集計表」でも 1番応募票数が多かったた

め。 

－ 

金井町内会 金井町 

 

代替えとして 

金井ヶ丘 

 金井町について 

1)元々の「金井町」の町名を使うので、住んでいる人に最もすんなり受

け入れられ、違和感がない。 

2)町田市が行った新町名公募でも 197 件の応募のうち 14 件の投票

があった。 

 金井ヶ丘について 

1)金井町地域は鶴川街道より地形的に高く、ほとんどが丘陵地であり、

「金井ヶ丘」にそれほど違和感はない。 

2)新町名公募に無記名応募のためあくまでも参考ではあるが 17 件の

投票があったので、結果を尊重したい。 

 金井町内会の定期的会合（役員会〔Ｈ30 年 6 月 6 日（水）会長以下２

２名出席〕、理事会〔Ｈ30年 6月 9日（土）会長以下 50名出席〕）で町

名素案について説明と議論を行った。 

 議論の結果、町名案決定メンバー（会長 1 名、副会長 3 名、理事長 1

名、懇談会メンバー2名）計７名に一任され、Ｈ30年 6月 16日（土）会

合で金井町内会案を決定した。 

 Ｈ30年 6月 23日（土）金井町内会の関連９団体代表の会合（２３名出

席）で説明し、同意を得た。 

  

 「学園金井」「玉川金井」 

「栗谷」信号より鶴川寄りのⅮは玉川学園地域に隣接しておらず、一つの

町名で表すには無理がある。またＥの和光大学に玉川学園を連想させ

る町名は適当ではないと考えられる。 

 「金井中央」「金井本町」「本金井」「元金井」 

Ａ・Ｂは古くは木倉村であり、金井村は現在の金井２・４・５丁目に位置し

ていたため、金井の中心を連想させる名前は適当ではない。 

 「金井東」 

Ｃ・Ｄ・Ｅ（「金井中学校東」信号より鶴川方面側）は「金井」地域より東

側に位置するが、Ａ・Ｂは南側に位置するので一つの町名で表すには

無理がある。 

 「金井南」 

Ａ・Ｂ（「金井中学校東」信号より町田方面側）は「金井」地域より南側に

位置するが、Ｃ・Ｄ・Ｅは東側に位置するので一つの町名で表すには無

理がある。 

 「金井坂」 

「金井坂」という名称の坂はない。 

玉川学園松風台自治会 玉川金井 

金井ヶ丘 

金井東 

 十分に話し合った結果、多数決をとり上位 3件を候補とした。 － 

桑陽台自治会 金井町 

金井坂 

金井ヶ丘 

金井東 

金井本町 

 会員に 12 個の素案の町名の中から、好ましいと思うものを選んでもらう

方法で実施。 

 家庭内で一つにまとめることが難しい場合は、複数回答も可とした。 

 調査方法は、調査票を回覧板で回し記入（問題のない方は、氏名も記

入）。 

 今回の調査で、会員の新町名に対する関心が高まったことを感じた（会

員から新町名は、何になるか間かれることが多くなった）。 

 新町名については、金井町○丁目がいいという方と、間違えやすいので

変えた方がいいという方と、思いはいろいろで難しいと実感した。 



町内会・自治会等名 1. 案として推す新町名 

（特記のない限り、記載は支持の多い順） 

2. 1.を決めるに至った経緯、決定方法 3. その他 

つる川和光台自治会 金井町 56件 

金井本町 19件 

金井ヶ丘 18件 

金井東 15件 

金井中央 12件 

 6月 3日、定例役員会にて主意を説明の上、ブロック理事各位（19名）

に資料及び調査票の会員宅へのポスティングを要請。各家庭 2 案まで

の提案としてアンケートを実施した。 

 6月 23日、相談役 1名、副会長 2名、会長の計 4名でアンケートを集

計。配布数 260、回答数 103で回収率は 39.6％であった。 

 集計したところ、提案総数157件に対し、上位5位までの提案数が120

件（76.4％）であった。 

 以上を踏まえ、上記 4名で協議・検討の上、左記 5案に決定。 

 1 の 5 新町名の提案は、今後の新町名検討方法等がわからない段階

であり、あくまでアンケート結果として報告する。 

 特に、提案数 1 位の「金井町」については、「住所が変わらず諸変更手

続が不要」と誤解しての回答がかなり見受けられるが、そのまま当自治

会員の意見として報告する。 

小田急玉川学園台自治会 金井町  今年度の自治会長と相談し、自治会員の意志を反映するため、会員各

戸にアンケートを実施した。 

 集計したところ、総数 106に対し、56票を得た「金井町」に決定した。 

 住居表示を変えたくないという事ではなく、会員の間でも「金井町」という

名称自体に馴染みがあるのだと思う。 

 次点は「金井ヶ丘」だったが、金井町とは大きな得票差があった。 

有楽玉川学園自治会 学園金井 71件 

金井町 36件 

玉川金井 32件 

金井八幡 12件 

金井ヶ丘 10件 

金井東 10件 

金井本町 10件 

 会員の各家庭にアンケートを実施した。 

 家庭ごとに意見集約することを基本としたが、夫婦で意見が分かれた場

合等は 2案での回答も可とした。 

5位以下の得票状況 

金井中央 6件 

金井南 5件 

金井坂 4件 

元金井 3件 

本金井 1件 

玉川学園西美台自治会 玉川金井 

 

次点として 

金井町 

 素案を回覧し、丸付けしてもらい、集計をした。 

 集計した結果は以下の通り。 

－ 

玉川金井 7件 
金井町 7件 
金井ヶ丘 3件 

金井南 3件 
学園金井 3件 
金井八幡 1件 

有楽玉川学園第 4期自治会 金井町  調査票の回覧にて会員の希望を聴取。 

 会員 33戸中 31戸から回答を得た。 

 最も希望の多かった金井町を新町名として推す。得票は以下の通り。 

 金井町に圧倒的に多く（31戸の内 16戸）の希望があった。 

 「役員に一任」という意見が 5戸あった。 

 金井と金井町で間違いやすいと言うこともあるが、今まで馴染んだ「金井

町」が良いとい言う意見が多くあった。 

 仮に「金井町」となっても住所変更などの事務処理が必要であることは

回覧した資料で説明しており、それを踏まえての希望と理解している。 

 一部の人には聞き取りを行って、上記の認識を確認した。 

金井町 16件 

金井ケ丘 4件 

学園金井 3件 

玉川金井 2件 

金井南 １件 

公募会員 学園金井 

金井町 

（順不同） 

 学園金井について 

学園に囲まれている、新しいイメージ。20代の若者に意見を聞いた。 

 金井町について 

整理事業の利点に反するが、慣れ親しんだ地名である。 

 先の新町名募集結果にも金井表記が条件にもかかわらず 10件の金井

なしがあった。金井にこだわっていて議論不足の感じがする。 

公募会員 学園金井 

金井八幡 

（順不同） 

 ご近所の７～８名に意見を伺った上で決定。 

 学園金井について 

地理的に玉川学園と金井の間に位置しているため。 

 金井八幡について 

八幡神社がある事など。 

 町名変更の件は市の広報でご存知の方が多かったが、積極的な意見

がなかった。無関心に近い方が多いように感じ残念に思う。 

 


